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学生への指導方針 

将来的に独立研究者となることを目的とした指導を行います。具体的には正しい研究倫

理を学ぶことから始まり、免疫学・微生物学の基礎的な知識及び実験技術の習得を指導

します。また、ロジカルな思考方法のトレーニングや論文の読み方、書き方、研究プレ

ゼンのスキルから研究費申請書の書き方までを研究者としての必須の技術と捉え、その

基礎を身につけてもらうよう指導します。 

学生に対する要望 
自主性を持った熱意ある学生を歓迎します。また、他の研究室メンバーをリスペクトし、チ

ームワークのできる人材を望みます。 

問 合 せ 先 

(Tel) 06-6879-4928 

担 当 者 鎌田信彦 
(Email) nobukamada@ifrec.osaka-u.ac.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 
特記事項なし 

 

（以下教室紹介） 

 

免疫学フロンティア研究センター免疫微生物学では宿主と共生微生物がどの様に協調して生体を維持してい

るのか？また一方でその共生関係が乱れ、疾患へとつながるメカニズムはなにか？という疑問を解明するための

研究をおこなっています。特に、下部消化管でおこる炎症性腸疾患や大腸癌、感染性腸炎などの疾患に着目し、

共生細菌が宿主の上皮バリアや免疫細胞の機能に与える影響から、疾患発症メカニズムを紐解くことを目指しま

す。また、共生細菌を制御することによる新規消化器疾患治療法の開発も目的とします。 
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